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★ 生成ＡＩパイロット校について 

ＧＩＧＡスクール構想のもと、１人１台のタブレット端末とクラウド環境を活用した

優れた実践の創出と好事例を全国へ普及・展開する「リーディングＤＸスクール事業」

の取り組みの中で文部科学省から指定を受けた学校。 

教育現場における生成ＡＩ活用のパイロット的な取り組みを行い、「効果的な教育実

践の創出」を推進する。 

 

★ 長尾中学校における具体的な取り組み内容 

生成ＡＩのより正確な回答に必要なプロンプト（指示文）の作成を目的に議論や試行

錯誤を行う。指示条件や活用における留意点などを確認し、生成ＡＩ（ChatGPT）の可

能性についてまとめ、本市全体の学校に発信する。 

（取り組み例１）  

英語科の授業で文章作成やより自然な英語表現を学ぶために生成ＡＩを活用。 

（取り組み例２） 

授業内だけでなく、宿題などの家庭学習においても生徒が考えた文章表現の真偽や自

然な文章になっているかの判断に用いるなど、効果的な学習に向けて生成ＡＩを活用。 

 

これらの取り組みで、生徒自身が主体的に生成ＡＩと向き合い、質問と回答のプロセ

スを通じた批判的な情報分析による「真偽を判断する力」など、これからの情報社会で

必要な資質・能力の育成を図る。 

 

★ 学校創成プロジェクト委員会とは 

長尾中学校の学校目標「自分で考え、判断し、行動できる生徒の育成」の実現に向け、

学校内の行事や授業などのあらゆる部分を、生徒が主体的に検討したり取り決めたりす

る、今年度から発足した長尾中学校独自の委員会である。 

これまでに職業体験の事業所決めや文化祭の企画運営に関わり、今後は生成ＡＩの活

用について様々な取り組みを検討していく。 

 

中学生が「生成ＡＩ」に向き合う 

市立長尾中が文科省の生成ＡＩパイロット校に指定 

令和５年（2023年）10月 10日 

９月 29 日、市立長尾中学校が、文部科学省が進めるリーディングＤＸスクール事

業の「生成ＡＩパイロット校」に指定された。全国で約 20 校が採択され、これから

の教育環境をリードする優れた実践の創出、普及・展開が期待される。同校で今年度

から始動した「学校創成プロジェクト委員会」の一環として取り組み、未来を見据え

た生成ＡＩに関する議論や試行錯誤を行うとともに、授業における生成ＡＩ活用の可

能性を模索する。生成ＡＩに対する知識・技能を深め、生徒らが主体的に向き合い、

これからの情報社会を生き抜く力を育む。 
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★ 文部科学省が示す生成ＡＩの教育利用の方向性 

〇教育活動や学習評価の目的を達成する上で、効果的か否かで判断 

〇年齢制限・保護者同意等の利用規約の遵守（下表参照） 

〇まずは、十分な対策を講じられる学校でパイロット的に取り組むことが適当 

 

＜お問い合わせ＞ 

 学校教育部 学校教育室 教育研修課 ☎：(050) 7105-8051 FAX：(072) 851-9335 

 

 


